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本論文は、入宋僧の歴史的性格・社会的属性についての総合的検討を第一の課題とする。

そこから、平安時代日本と北宋の関係において、さらには広く東アジア世界の対外交渉・

国際秩序構築面において、仏教がいかなる意義・役割を持っていたのかを独自に追究して

いく。 

序章にて先行研究の到達点と検討課題を確認したうえで、以下の八章で議論を展開する。 

第一章では、平安時代、特に遣唐使派遣時期以降の対外交渉全般について考察する。近

年の先行研究が明らかにした、国家（朝廷）主導の一元的な対外交渉管理・統制の構造を

確認しつつ、その構造枠内における摂関家（藤原道長―頼通期）の対外交渉に再着目する。

諸権門の立場からの積極的対外活動の一事例として評価し、実態論的側面を踏まえた当該

期対外交渉の総合像を得たい。当該期には、摂関家に連なる、大宰府管長や中央・現地出

自府官層、そして博多に来航する宋商人も含めた相互依存の重層的な人的関係の成長があ

り、上述の構造枠内における摂関家独自の利の追求を支えていた。その社会的紐帯に、入

宋僧の活動も様々に結びついていた。 

 第二章では、朝廷主導の対外交渉の展開のなかに入宋僧の性格変遷を追い、従来《巡礼

僧》と一括されてきた入北宋僧の史的特徴を再検討する。遣唐使停廃以後、渡海僧は、中

国との政治外交関係から遠い存在と看做され、上述の構造枠内で文物・文化の移入に従事
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し、それを通じて天皇―朝廷の対外交渉権独占を確認する重要な役割を担っていた。日本

朝廷にとっての《文化交流使節》とでも呼ぶべき性質が、日中関係の進展のなか消滅して

いく。その原因は、自らの主宰しようとする東アジア国際関係ないし理念的国際秩序の構

築のため、仏僧の来朝を積極的に取り込もうとする北宋側の外交姿勢にある。双方の僧侶

認識のズレを体感する旅となった奝然師弟の日宋往来が、入宋僧の性格変化の大きな画期

となろう。外交問題に直結する可能性を帯びた僧侶の渡海は公認されなくなっていく。た

だし、後続の寂照や成尋（密航）も、文物移入の役割を自任し、後援者貴顕の対外的願望

を果たすべく活動していた。上述の人的ネットワークがそれを支えていた。 

第三章では、上述の北宋の対外姿勢に焦点を当て、当該期東アジア世界における外交上

の、また対外秩序形成上の仏教の位置・役割を正面から検討する。東アジア世界において、

仏教は、中国が構築しようとする礼的・儒教的世界秩序を補完・補助する機能を持つ。通

例、中国が目指す正規の国際秩序をある意味で緩和し相対化するような、仏教の超域性や

普遍的側面が重視されるが、本論文では、それを自明のものとせず、仏教の帯びる歴史的

個性を重視する。僧侶に即していえば、歴史の普遍ともいいうる僧侶の入中華が、北宋期

に至りなぜ外交問題と不可分の関係性を帯び、朝貢使節と同様に取り扱われ、皇帝面見や

賜紫衣・賜師号等々の《厚遇》を受けるに至るのかが解明すべき課題となる。唐後半から

宋代に至り、中国仏教では皇帝権威のもとへの僧団の秩序編成が完成することが（宗教思

想史的側面では、仏教が三教のひとつとして皇帝権威の下に一元的に秩序立てられていく

ことが）、確認される。中国仏教のこのような展開があればこそ、異国僧は正規の外交儀礼

の対象となり、皇帝権威を頂点とする秩序のなかに組み込まれ、それを内外に標榜する役

割を付されたものであろう。東アジアにおける仏教の核となる中国仏教が、皇帝の主宰し

ようとする世界秩序の理念と一体化し、それを支える機能を強く発揮するようになったこ

とを見出す。本章では、著名な版本大蔵経の下賜をはじめとした、奝然師弟の日宋往来事

績についても具体的に再検討を試みる。奝然の五臺山供養結縁の経過から、日本僧の《巡

礼僧》化もまた、東アジア世界史の展開の一環であることを浮き彫りにしつつ、権力中枢

部の代理結縁希求を受けた奝然の聖地巡礼行が、周辺諸国からの来朝僧同様に、皇帝権威

の下に統轄されていく側面を確認する。それが、仏教的文物や紫衣師号等の身分標識の下

賜という《厚遇》と同一平面上に扱いうるものであることを指摘する。 

 奝然師弟の巡礼行を通じ、入宋僧の日中を往来しての仏教交流が、前代とは異なり、宋

皇帝との現実上ないし理念上の関係構築と不可分の性質を持つようになったことが日本国

内に認知されたと思われる。遣唐使停廃以降、中国との政治外交関係を望まない日本にと

って、中国仏教は、日中を取り結ぶ東アジア世界の共通言語として常に同期するべき対象

ではなくなるだろう。第四章では、日中仏教のズレや対峙の構図を意識しつつ、現実の日

中交渉のなかで摂関期仏教がいかに展開したか具体的に探る。前章を踏まえ、皇帝権威の

もとに一元統括される宋仏教の僧侶階梯秩序（得度―受戒―紫衣―師号）への異国僧の組

み込みについて詳述する。日本僧が中国側から付与された属性をはじめ、仏教に関わる諸



3 

交渉の結果が母国へ及ぼす影響とそれへの日本側の反応等について考察する。仏教交渉面

とも不可分の中国からの政治的外圧が、中国仏教に比肩すべき日本仏教への自覚・再評価

に繋がったのであり、顕密仏教の独自の展開が加速したことを確認する。なお本章は、入

宋僧寂照が従僧を一時帰国させた際に、師弟の度縁（得度証明書）が宋に送られたという

事例の多面的検討が分析の核となるが、度縁を朝廷総意のもと華美に作成し送致したこと

など、摂関期における国内仏教への自負と宋仏教への対抗意識の芽生えについても言及す

る。その動向は、皇帝膝下都開封を辞し江南に活動の拠点を移した寂照師弟の位置取りを

含め、世界情勢を客観的に認識していた藤原道長の主体的な舵取りによって可能となった

側面もあった。朝廷や藤原道長には、一面で、宋仏教情報をも参照した国内仏教更新の意

思も見られたが、それは挫折に終わる。体制仏教としての顕密仏教は、当該期には既に、

公権力からの構造的改変に関わる介入については拒絶する程の厳然性を持っていた。 

第五章では、いわゆる寂照の飛鉢説話について考察する。いったん寂照自身の心的葛藤

（留宋不帰と引き換えの宋仏教界参入の切望と、日本の後援者各層と共有した対中華意識

の併存）にまで踏み込むことで、『続本朝往生伝』所収話と『今昔物語集』所収話との飛鉢

の場面の設定変化の持つ意味を明らかにし、前者から後者へと内容が展開したことを予測

する。そこから、入宋僧という存在を巡り展開してゆく摂関・院政期の対外意識（本朝意

識）の特徴を見て取る。 

寂照以下、後続入宋僧には留宋不帰（と終身修道）という特徴が見られる。その史的意

義を見極めるべく、入宋僧の在宋活動の実態について史料から跡づける。第六章では、『参

天台五臺山記』を用いて、北宋仏教界における成尋の人的交流に着目する。《異分子》であ

りながら、皇帝との直接的な繋がりと厚遇を得ることができた成尋をめぐる人々の動向と

そこに込められた意思、そして、成尋が宋仏教界内で意識的または無意識的に担った役割

を明らかにする。日宋両仏教の差異について、実態に即して掘り下げるひとつの試みとも

なる。 

 第七章では、異郷を終焉往生の地と見定め、国家的管理下から逸脱し渡海した成尋や後

続入宋僧の諸活動を、中国聖地巡礼の帯びる公共性や、仏教と外交の連関構造を念頭にし

つつ跡づける。そのうえで、《密航》をも辞さない入宋僧の活動を支援促進し、それに伴う

成果を受け入れる社会的基盤について、広く日本社会を見渡して考える。即ち、先に見た、

摂関家等中央権門から大宰府に及ぶ重層的な人的紐帯に加えて、顕密仏教界の外縁部とで

も呼ぶべき位置にある僧侶達（地方出自の僧や遁世の学僧、京―大宰府を様々な理由で往

来する僧侶達等々）のネットワークをも支援母体とする各入宋僧が、奝然（や寂照）のよ

うな朝廷―権力中枢部の意思と一体化した形ではなく、その意思にいわば先行する形で渡

海巡礼活動を展開したこと、権力中枢部の側でも、入宋活動を渡海時から積極的に公認・

支援し全面的に管理することを放棄し、各僧によって国内に齎された入宋活動の諸成果に

対し恣意的に接触する形態へと、海外への関わり方が変わっていくことを指摘する。 

第八章では、いわゆる三国世界観について考察する。初期入南宋僧までを検討対象とし、
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《世界》を実際に体感した彼らの動向・述作や、入宋経験者たる属性そのものが、三国世

界観確立に至る過程と連動し、相互影響関係にあった可能性はないか考える。中国の仏教

外交の盛衰に、日本と天竺との現実的繋がりは左右されよう。南宋を経由しての天竺への

到達不可能性を体感した栄西や慶政等は、それを逆手にとって天竺の虚像化をおし進める。

それも大きな要因となり、天竺は観念上の虚像となり、中世日本仏教の価値の源として不

動の地位に据えられるのではないだろうか。より複雑かと思われる震旦観については、仏

説に基づく文殊菩薩現住の聖地、五臺山に着目する。史料類に天竺と併記されることが多

いが、十二世紀前半には金の版図に入るなど、やはりその到達不可能性が増すなか、イン

ド観の変容と軌を一にして、五臺山に関する国内言説にも特徴的な変化が見られることを

確認する。金峰山等国内霊地への仏教の始源性の吸収（代替地化）などを並行しつつ、国

際情勢の変動や緊張を背景にインド、そして五臺山という仏教の始源にかかる聖地を観念

のうちに完全に取り込んでしまうことで、中世の体制仏教たる顕密仏教の世界観が、以後

国際環境の動静とは関わりなく保ちうるものとして確立・定着したことを展望してみる。 

最後に終章で、全体を総括し今後の課題を確認する。さらに、僧侶―仏教に関する検討

結果を踏まえると、中世移行期の日本仏教や日本社会は東アジアの展開のなかにいかに捉

えられるのか、その歴史的位置について展望する。 


